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少年たちに寄り添うドキュメント
29日から名演小劇場で公開

仏
の
貴
公
子
が
再
現
、ひ
ば
り
の
歌
心

　

世
界
に
認
め
ら
れ
た
、
日

本
の
ト
ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
が
横

浜
に
集
結
。
磨
き
抜
か
れ
た

技
と
創
意
を
全
開
し
、
珠
玉

の
ス
テ
ー
ジ
を
展
開
す
る
。

８
月
19
日（
午
後
６
時
30
分
）

神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
る
「
横
浜
バ
レ
エ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
だ
。

　

ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
「
バ
レ

エ
ナ
ビ
」
の
５
周
年
記
念
事

業
と
し
て
開
催
さ
れ
る
も
の

で
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
マ
ル
セ

イ
ユ
バ
レ
エ
団
の
遠
藤
康
行

が
芸
術
監
督
を
、
元
英
国
ロ

イ
ヤ
ル
バ
レ
エ
団
の
吉
田
都

が
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
務

め
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
眠
れ
る

森
の
美
女
」（
パ
・
ド
・
ド
ゥ
）、

「
ジ
ゼ
ル
」（
グ
ラ
ン
・
パ
・

ド
・
ド
ゥ
）、「
サ
ラ
ネ
タ
」

（
同
）、「
海
賊
」（
パ
・
ド
・

ト
ロ
ワ
）、「
フ
ァ
ラ
オ
の
娘
」

（
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
ほ
か
。

　

出
演
は
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ

リ
ー
ダ
ン
サ
ー
の
平
山
素

テレビ塔で演奏するグラスコ

平山素子、遠藤康行、米沢唯…

　

巴
里
祭
の
前
日
、
名
古
屋

テ
レ
ビ
塔
で
開
催
さ
れ
た
懇

親
会
で
５
年
ぶ
り
に
グ
ラ
ス

コ
と
歓
談
し
た
。
通
訳
を
通

し
て「
覚
え
て
い
ま
す
か
？
」

と
尋
ね
る
と
笑
顔
で
う
な
ず

き
、「
だ
い
ぶ
日
本
語
が
分

か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
答
え
た
。

　

今
年
の
巴
里
祭
に
は
２
つ

の
「
お
み
や
げ
」
を
持
参
し

た
。
２
０
０
３
年
以
来
、
毎

年
の
よ
う
に
日
本
を
訪
れ
各

地
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
フ
ァ
ン
と

交
流
。「
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

の
貴
公
子
」
と
し
て
絶
大
な

人
気
を
博
し
て
い
る
。

「
美
空
ひ
ば
り
メ
ド
レ
ー
」

を
用
意
し
て
き
た
こ
と
だ
。

　

俳
優
出
身
の
ミ
シ
ュ
レ
ー

は
、
パ
リ
の
演
奏
ス
タ
イ
ル

を
継
承
す
る
中
堅
シ
ャ
ン
ソ

ニ
エ
ー
ル
。
巴
里
祭
で
も
モ

デ
ル
並
み
の
容
姿
と
成
熟
し

た
歌
唱
力
で
聴
衆
を
魅
了
。

早
く
も
次
回
の
来
日
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　
「
ひ
ば
り
メ
ド
レ
ー
」
で

驚
い
た
の
は
、
グ
ラ
ス
コ
が

ひ
ば
り
独
特
の
節
回
し
や
音

楽
性
を
完
璧
に
と
ら
え
て
い

た
こ
と
。
彼
の
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
か
ら
、
鮮
や
か
に
ひ
ば

り
の
息
吹
が
立
ち
上
が
っ

た
。
驚
異
的
な
グ
ラ
ス
コ
の

音
楽
セ
ン
ス
で
あ
る
。

　

日
本
で
も
、
ひ
ば
り
の
素

晴
ら
し
さ
を
知
ら
な
い
世
代

が
増
え
て
来
た
。
寂
し
い
こ

と
だ
と
グ
ラ
ス
コ
に
話
す

と
、「
そ
れ
は
ど
こ
の
国
で

も
同
じ
。
で
も
名
曲
、
名
歌

手
は
、
時
代
や
国
境
を
越
え

て
理
解
さ
れ
る
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
私
は
世
界

の
名
曲
を
演
奏
す
る
の
で

す
」
と
胸
を
張
っ
た
。

ク
ー
ル
第
１
位
の
二
山
治
雄

と
「
サ
タ
ネ
ラ
」
を
踊
る
の

も
話
題
。

　

全
指
定
席
１
０
０
０
０

円
、８
０
０
０
円
、６
０
０
０

円
、４
０
０
０
円
。℡
０
５
７

０
（
０
１
５
）４
１
５
。

高
田
茜
ほ
か
。

　

２
０
１
３
年
モ
ス
ク
ワ
国

際
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
銅
賞

の
畑
戸
利
江
子
（
塚
本
洋
子

テ
ア
ト
ル
・
ド
・
バ
レ
エ
カ

ン
パ
ニ
ー
）
が
、
14
年
ロ
ー

ザ
ン
ヌ
国
際
バ
レ
エ
コ
ン

子
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
バ

レ
エ
の
児
玉
北
斗
、
新
東
京

国
立
バ
レ
エ
団
の
奥
村
康

祐
、
小
野
絢
子
、
米
沢
唯
、

モ
ナ
コ
公
国
モ
ン
テ
カ
ル
ロ

バ
レ
エ
団
の
小
池
ミ
モ
ザ
、

英
国
ロ
イ
ヤ
ル
バ
レ
エ
団
の

た
。
１
つ
は

初
来
日
と
な

る
美
貌
の

女
性
シ
ン

ガ
ー
、
ヴ
ァ

レ
リ
ー
・
ミ

シ
ュ
レ
ー
を

同
伴
し
て
き

た
こ
と
。
も

う
１
つ
は
日

本
の
フ
ァ
ン

の
た
め
に

　

第
21
代
シ
ャ
ン
ソ
ン
大
使

ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
グ
ラ
ス
コ
が

「
名
古
屋
巴
里
祭
」（
６
月
30

日
）
出
演
の
た
め
に
来
名
し

シャンソン大使 Ｍ・グラスコが
、優
れ
た
容
姿
と
豊
か
な

才
能
を
感
じ
さ
せ
る
ル
ー
カ

ス
だ
け
が
、名
門
の
英
国
ロ

イ
ヤ
ル
・
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル

か
ら
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
へ
の

招
待
を
受
け
る
。

　

芸
術
家
や
運
動
選
手
に
限

ら
ず
、す
べ
て
の
若
者
に
は
独

り
立
ち
す
る
時
が
訪
れ
る
。

人
生
の
岐
路
に
立
ち
、果
た

し
て
彼
ら
は
ど
の
よ
う
に
夢

を
実
現
さ
せ
る
の
か
―
。エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ル
に
は
、

３
人
の
「
現
在
」も
紹
介
さ

れ
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
成
功
を

祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

上
映
時
間
は
75
分
と
コ
ン

パ
ク
ト
だ
が
、そ
れ
を
「
簡

潔
」と
思
う
か
「
物
足
り
な

い
」と
感
じ
る
か
は
意
見
の

分
か
れ
る
と
こ
ろ
。（

野
々
山
）

（
ル
ー
カ
ス
、ト
ル
ゲ
ー
ル
、

シ
ー
ベ
ル
ト
）を
追
っ
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。バ
レ
エ

を
愛
す
る
少
年
た
ち
の
「
成

長
物
語
」で
あ
る
。

　

彼
ら
の
目
標
は
オ
ス
ロ
国

立
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
へ
の
入
学

だ
。し
か
し
こ
の
国
で
も
男
子

の
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
は
珍
し

い
よ
う
で
、親
や
教
師
は
彼

ら
の
前
途
に
不
安
を
抱
い
て

い
る
。そ
れ
は
少
年
た
ち
の

悩
み
で
も
あ
る
の
だ
が
、彼

ら
は
軽
口
を
た
た
き
合
い
、

友
情
を
育
み
な
が
ら
厳
し
い

レ
ッ
ス
ン
に
励
ん
で
い
る
。

　

途
中
、ア
ジ
ア
系
の
少
年

シ
ー
ベ
ル
ト
が
離
脱
す
る

が
、「
バ
レ
エ
以
外
は
考
え
ら

れ
な
い
」と
復
帰
。３
人
は
試

験
に
パ
ス
し
て
ア
カ
デ
ミ
ー

へ
の
入
学
を
許
可
さ
れ
る

オ
ス
ロ
。バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー

を
目
指
し
て
レ
ッ
ス
ン
に

励
む
３
人
の
男
子
中
学
生

特
選
映
画

「
バ
レ
エ
ボ
ー
イ
ズ
」

　
（
２
０
１
４
年
ノ
ル
ウ
ェ
ー

映
画
。ケ
ネ
ス
・
エ
ル
ベ
バ
ッ

ク
監
督
。８
月
29
日
か
ら
名

演
小
劇
場
で
公
開
）

　

北
欧
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
首
都

ローザンヌ国際（14年）第１位の二山治雄

モスクワ国際（13年）銅賞の畑戸利江子

「バレエボーイズ」のワンシーン

19
日
、横
浜
バ
レ
エ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 

畑
戸
利
江
子
は
二
山
治
雄
と
共
演

◆発行／マネージメント・プロ　◆編集／プランニングオフィス白壁　◆協賛／クラシック名古屋







（4）

ダ
ブ
ル
リ
ー
ド

ユニ
ー
ク
な
自
作
曲
い
き
い
き
と

上原宏の
☆音楽☆
聴き歩き

　

名
古
屋
ダ
ブ
ル
リ
ー
ド
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
の
「
サ
マ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
」（
７
月
10
日
・

熱
田
文
化
小
劇
場
）
＝
写
真

＝
に
初
め
て
出
か
け
た
。

　

名
フ
ィ
ル
の
主
力
メ
ン

バ
ー
で
も
あ
る
オ
ー
ボ
エ
の

山
本
直
人
が
主
宰
。
リ
ー
ド

が
二
枚
必
要
な
オ
ー
ボ
エ
、

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
な
ど
管
楽
器
９

人
の
珍
し
い
グ
ル
ー
プ
だ
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
自
分
た
ち
の

作
・
編
曲
ば
か
り
で
、「
キ
ャ

ン
デ
ィ
ー
ド
序
曲
」「
中
央

ア
ジ
ア
の
草
原
に
て
」
な
ど

既
成
曲
も
あ
る
が
、
自
作
曲

の
ほ
う
が
ユ
ニ
ー
ク
で
面
白

か
っ
た
。

　

Ｃ
Ｍ
曲
を
拝
借
し
た
石
田

正
の
組
曲
、
童
謡
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
使
っ
た
富
士
川
健

の
変
奏
曲
な
ど
、パ
ロ
デ
ィ
ー

な
い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
も
参
加

し
た
ほ
ど
だ
。

　

せ
っ
か
く
多
彩
な
楽
器
が

そ
ろ
う
の
だ
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ソ
ロ
を
聴
か
せ
て
も
ら

え
れ
ば
、
も
っ
と
楽
し
か
っ

た
の
で
は
。

　

全
体
と
し
て
端
正
で
洗
練

さ
れ
た
音
、
曲
の
流
れ
に
無

理
が
な
く
生
き
生
き
と
し
て

い
る
。
有
名
な
ワ
ル
ト
シ
ュ

タ
イ
ン
の
第
３
楽
章
も
き
れ

い
に
響
か
せ
た
。

　

こ
の
人
に
は
内
面
か
ら
あ

ふ
れ
る
エ
レ
ガ
ン
ト
な
雰
囲

気
を
感
じ
た
。
も
う
少
し
自

分
の
ス
タ
イ
ル
を
前
に
出
し

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

た
び
た
び
名
古
屋
で
リ
サ
イ

タ
ル
を
開
い
て
ほ
し
い
。

の
９
人
。
20
曲
か
ら
ど
れ
が

選
ば
れ
る
か
不
明
で
、
準
備

は
大
変
だ
ろ
う
。

　

演
奏
レ
ベ
ル
が
ど
う
と
か

で
は
な
く
、
選
挙
の
開
票
を

待
つ
心
境
で
、
自
分
の
リ
ク

エ
ス
ト
が
演
奏
さ
れ
れ
ば
満

織
田
　
寛
子

る
演
奏
だ
っ
た
。バ
ッ
ハ「
パ

ル
テ
ィ
ー
タ
第
２
番
」
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン「
ソ
ナ
タ
第
21
番
・

ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
」
ブ

ラ
ー
ム
ス「
ソ
ナ
タ
第
３
番
」

と
３
大
Ｂ
を
そ
ろ
え
た
重
厚

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

エレ
ガ
ン
ト
な
個
性
、洗
練
さ
れ
た
音

　

ピ
ア
ノ
の
織
田（
お
り
た
）

寛
子
が
名
古
屋
で
は
初
の
リ

サ
イ
タ
ル
（
６
月
25
日
・
電

気
文
化
会
館
）
を
開
い
た
＝

写
真
。
四
日
市
出
身
で
名
音

大
な
ど
の
講
師
。
数
年
前
に

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
「
冬
の
旅
」

の
伴
奏
を
聴
い
て
か
ら
、
ソ

を
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
さ

わ
り
部
分
を
演
奏
。
各
グ

ル
ー
プ
か
ら
１
曲
ず
つ
リ
ク

エ
ス
ト
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ

上
位
３
曲
を
再
演
す
る
。「
あ

な
た
が
主
役
の
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
テ
ー
マ
だ
。

　

演
奏
は
、
ピ
ア
ノ
佐
々
木

と
海
老
原
優
里
、
バ
イ
オ
リ

ン
中
川
さ
と
子
と
中
村
ゆ
か

里
、
フ
ル
ー
ト
竹
内
梓
、
ギ

タ
ー
酒
井
康
雄
と
地
元
中
心

　

客
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え

る
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
に
も
あ
る
。
日
本
室

内
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
（
佐
々
木

伃
利
子
理
事
長
）
の
設
立
30

周
年
記
念
「
名
曲
ベ
ス
ト
20

選
リ
ク
エ
ス
ト
コ
ン
サ
ー

ト
」（
７
月
12
日
・
し
ら
か

わ
ホ
ー
ル
）
＝
写
真
＝
だ
。

　

あ
ら
か
じ
め
選
ん
だ
20
曲

足
す
る
。
私
が
投
票
し
た
３

曲
の
う
ち
当
選
は
１
曲
だ

け
。
や
は
り
「
チ
ャ
ル
ダ
ッ

シ
ュ
」「
ボ
レ
ロ
」
な
ど
、

お
な
じ
み
の
曲
が
票
を
集
め

た
。　

音
楽
と
も
言
え
る
ジ
ャ
ン
ル

が
得
意
の
よ
う
だ
。

　

ま
ず
、
自
ら
楽
し
ん
で
演

奏
し
て
い
る
の
が
い
い
。
む

ろ
ん
遊
ん
で
い
る
わ
け
で
は

室
内
楽
ア
カ
デ
ミ
ー

選
挙
気
分
で
演
奏
会
を
エン
ジョ
イ

ロ
演
奏
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
。

　

伴
奏
が
上
手
な
人
は
ソ
ロ

も
う
ま
い
は
ず
と
思
う
か
ら

で
、
そ
の
期
待
に
十
分
応
え

ナゴヤ劇場ジャーナル®




